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鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和５年度第５回南小・中学校 学校運営協議会 

日時 
令和６年３月５日（火曜日） 

１４時４０分～１６時００分 

場所 南小学校 ２階相談室 

出席委員 

宇津木会長、内野泰委員、大塚委員、高橋淑委員、佐藤委員、佐鳥委

員、鈴木委員、三浦委員、金泉委員、藤尾委員、細川委員、小池委員、

廣田委員、黑川委員、高橋宏委員、山口委員、真武委員（南中校長）、

小川委員（南小校長） 

欠席委員 小田委員、内野昌委員、内野雅委員 

事務局 
南小学校 目黒教頭、小熊事務主事 

南中学校 藤田教頭、長村事務主任 

議題 

（１）第４回学校運営協議会議事録確認 

（２）令和６年度学校経営方針についての承認 

（３）連絡 

配布資料 

・令和５年度第５回鶴ヶ島市立南小中学校学校運営協議会式次第 

・鶴ヶ島市立南小学校 学校だより、令和５年度自己評価・学校関係

者評価報告書、入学式の御案内 

・鶴ヶ島市立南中学校 学校だより、令和５年度自己評価・学校関係

者評価報告書、入学式の御案内 

・令和６年度 鶴ヶ島市立南小学校学校経営方針（案） 

・令和６年度 鶴ヶ島市立南中学校学校経営方針（案） 

・サザン地域支え合い協議会 ２０２３年度事業計画及び 

２０２４年度事業計画（案） 

・第５地区青少年健全育成推進協議会活動報告 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

（１）第４回学校運営協議会議事録を読み上げ、要点を確認した。 

（２）来年度の学校経営方針について各校校長から説明を行った。 

（３）４団体が活動や今後の予定を報告した。 

   南小・中４０周年事業や来年度の日程について情報共有した。 

 

【議事概要】 

 

＜会長＞ 

・本日の主な議題は、来年度の学校経営方針の承認と、４団体の次年度計画の 

報告です。次回は他の団体も情報を共有してほしい。 

・本日の出席委員は１８名です。会は成立とさせていただきます。 
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○あいさつ 

＜南小校長＞ 

・小学校では６年生を送る会が終わり、来週から卒業式の練習が本格的に始まる。 

・インフルエンザによる学級閉鎖（３年２組、６年１組） 

 体調不良の児童が少しずつ増えてきており、心配している。 

・子ども達は課題もあるがいいところもたくさんあり、のばしていきたい。 

・経営方針について、忌憚なきご意見を頂きたい。 

 

 

 

＜委嘱状の交付 および 委員自己紹介＞ 

 

＜会長＞ 

前回のグループワークで出た意見が「自己評価・学校関係者評価報告書」の「学校 

関係者評価委員会による評価」にまとめられている。 

ご自分の班の部分を確認してください。 

 

＜会長＞ 

・全般的に、地域はホームページの情報などを見ておらず、よく分からないのが現状。 

・文章から具体的な将来像が想像しづらい。 

例えば ICTの活用では、テストをスキャナーで読み込み、AIが採点し、間違ってい

る所を先生が指導すれば「生徒の良さをのばす」「働き方改革」につながるだろう

か。 

 

＜南中校長＞ 

・最終的には「子ども達がより良く変わる」ことだと思う。 

働き方改革では子ども達に関わる部分以外の業務改善を行い、教員が子ども達に最

注力した結果、子ども達が変わっていく。ICT の活用では、子ども達が活用を通じ

て、学力や生きていくための資質を身につけていく。 

・ICT を一切使わない事例や、ICT が子どもに悪影響であるという考えもあり、活用

には逆風が吹き始めている面もある。必要に応じて使っていく。 

 

 

 

 

 

１．南小の経営方針について、校長が資料をもとに説明した。 

＜南小校長＞ 

〇学校教育目標、目指す学校像、目指す教職員像は変更なし。 

〇重点・努力点事項 

・「地域、外部機関と連携した授業実践（地域の方のサポート）」を追加。 

 小中の特別支援学級合同の作物栽培や、地域安全の授業などでご協力いただいた。

議題（２） 

令和６年度学校経営方針についての承認 

議題（１） 

第４回学校運営協議会議事録確認 
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来年度も広げていきたい。 

・「授業規律、生活規律の徹底」「共通理解・共通行動を欠かさない」を明記。 

くつそろえや、報告・連絡・相談を大切にする。 

 

＜委員＞ 

地域と連携した授業実践について、今年度の実績に対して来年度はどのくらい増える

見込みか。 

 

＜南小校長＞ 

・今年度の実績…ライオンズのボール投げ指導、埼玉医大総合医療センターの救急救

命講習、村田製作所のプログラミング学習など。 

・あくまでも来年度のことではあるが、教育課程を確認しながら広げていきたい。 

 

＜委員＞ 

外部講師を呼ぶことで先生は授業の負担が減り、自身の学びにもつながるため、働き

方改革にもつながると思う。色々な分野の方に来ていただいて、南小の強みになると

よい。 

 

＜委員＞ 

大谷翔平選手から寄贈されたグローブを、地域の人と使う行事は計画されているか。 

 

＜南小校長＞ 

今はまだグローブを各クラスに回し、子ども達に見せている途中だ。 

体育部と検討していく。 

 

＜会長＞ 

〇経営方針や施策について、次の運営協議会では昨年度の反省（やったこと）と 

今年度の方針（これからやろうとしていること）をあわせて挙げてほしい。 

〇特に意見がなければ、小学校の方針はこのまま進めます。 

続いて、中学校の説明をお願いします。 

 

２．南中の経営方針について、校長が資料をもとに説明した。 

＜南中校長＞ 

〇目指す教職員像は、中教審の答申をもとに変更した。 

〇学校教育目標『学校は仲間とともに学ぶ場所』が子ども達に浸透し、自然と使われ

るようになってきた。今後もこの言葉を大切にし、学校だからこそできることに取

り組んでいきたい。 

〇「生徒を主語にした教育活動」では、生徒が主体的に取り組めるよう教員が仕組ん

でいく。 

〇生徒の居場所づくりとして、はばたきルームを順調に運営していく。 

〇家庭、地域とさらに連携し、情報発信の充実についても考えていく。 

〇学力向上プロジェクトのため、来年度は教員の加配がつく予定。 
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数学を中心とした学力向上を図る。 

〇２クラスの学年がしばらく続く予定。学年担任制の一層の推進を図る。 

〇教職員の業務改善を引き続き行っていきたい。 

 

＜会長＞ 

学年担任制でどの先生に相談してもよい場合、希望が偏ってしまうことがあるのでは。 

 

＜南中校長＞ 

先進的な取組では、希望は偏らず、ばらけているらしい。 

 

＜会長＞ 

学年担任制が、小学校の学校評価で指摘されている「担任とコミュニケーションがう

まくとれない時、誰に相談していいか分からない」という問題の一つの解決策になる

と思う。 

 

＜南中校長＞ 

小学校では発達の関係上、低学年での学年担任制は難しい。 

 

＜委員＞ 

学力向上プロジェクトについて、県教委は数学のみ取り組んでいるのか。 

 

＜南中校長＞ 

・国語・数学・英語の３教科である。 

・教授法などは他の教科にも活かし、全教科で授業研究会を行っていく予定。 

・鶴ヶ島市では、英語の成績は良い。外国語指導助手を配置による効果と思われる。 

 

＜委員＞ 

地域との連携について、自治体に入っていない人や、子どもが卒業して学校にかかわ

りがなくなった人が増えている中、学校だよりを回覧しても歓迎されていない雰囲気

がある。出し方などを検討するべき。 

 

＜南中校長＞ 

地域に中学生の姿を見せていくことで、地域に興味をもってもらえると考えている。 

 

＜委員＞ 

自主防災組織の構成員として中学生が入るとよい。 

大人が帰ってこられない平日の時間帯にも活動できる。 

 

＜会長＞ 

〇学校だよりの回覧について、他のルートで回覧できないか。 

大橋市民センターには既に出していて、手詰まり感がある。少しずつ考えていく。 
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〇「学校は仲間とともに学ぶ場所」はいいフレーズだと思う。 

以前の学校だよりで塾の先生のエピソードが紹介されていたように、学校は学力を

上げるだけではなく、調整力などを養う人間形成の場として育てていってほしい。 

 

＜会長＞ 

中学校の経営方針はこれで進めたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（委員から異議なし。） 

 

 

 

○南小・中それぞれの教頭が、写真をもとに子供達の活動を紹介した。 

 

１．学校の様子 

＜南中校長＞ 

公立高校の入試が行われた。欠員補充も今後行われる予定。 

 

２．サザン地域支え合い協議会 

＜サザン会長＞ 

〇防災・防犯委員会  

・市の防災訓練に参加。 

・防災倉庫や飲料水の点検 

〇子ども見守り部 

・小学生の下校時の安全見守りを中心に活動。 

・見守り部員の懇談会を実施。 

向公園の階段のすべり止めが取れてしまっており、市に修繕を依頼した。 

〇地域絆づくり委員会 

・サザンウォークラリーを実施。 

〇放課後子ども教室は実施せず、夏休みに工作教室を実施した。 

〇ホームページのリニューアル 各団体のイベントなどを発信していきたい。 

〇来年度の予定 

・避難所訓練（6/16）、ウォークラリー（10/19） 

・放課後子ども教室も何らかの形で実施したい。 

 

３．青少年健全育成推進協議会 

＜健全育成会会長＞ 

〇けんぜんの畑でのトウモロコシ栽培 1,000本以上収穫できた。 

〇ウォークラリー大会（市民体育祭） 

〇わいわいがやがや祭り  

〇夏休み・冬休みパトロール 

〇令和６年度もほぼ同じ事業計画を考えている。皆様に協力をお願いしたい。 

 

４．南中学校 PTA 

議題（３） 

連絡 
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〇PTAだより、広報の先生紹介号の発行 

〇集金、カーテン洗い、レモンタルト販売、リサイクルバザー 

〇中学生ボランティア 

〇入学式、卒業式の来賓対応 

〇学年委員会 

〇来年度はペンキ塗り、除草作業を検討。 

〇対外活動 会議・研修・情報交換会などに参加。 

〇ここ２年は計画通り活動できている。学校と相談しながら柔軟に活動していきたい。 

 

＜会長＞ 

９月の運営協議会に、PTAが発行する先生紹介号を織り込みたい。 

我々も先生の顔が見られるとありがたい。 

 

＜南中ＰＴＡ＞ 

最短で６月に発行予定だ。 

 

＜会長＞ 

小学校も先生紹介号を発行しているか。 

 

＜南小校長＞ 

発行している。 

 

５．大橋市民センター 

＜市民センター職員＞ 

〇主な活動…活動する場の提供、サザン・健全育成との協働 

〇コロナによる利用制限がＲ４年度中から大きく減ってきて、今年度はほぼ制限なし。 

利用者もかなり増加した。 

〇待望の大橋市民センター祭りを主催でき、８００名が来場した。 

感染不安や合唱祭との日程重複もあり、中学生ボランティアは呼ばなかった。 

今年は土日の２日間で開催予定。中学生にも協力を依頼するかもしれない。 

〇４年ぶりにセンター成人式を実施。 

・南中エリアの新成人対象者は前年度１０８人から６６人へと大きく減ったが、 

出席率は６９％から８２％に伸び、市内１位だった。 

〇３月で退職するにあたってのお礼 

 

６．その他 

＜会長＞ 

南小中が４０周年を迎えるにあたり、腹案はあるか。 

 

＜南小コーディネーター＞ 

細かな内容は決まっていないが、中学校と連携して進めていきたい。 
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＜委員＞ 

小学校が３０周年を祝った時は「次は５０周年だね」と話していた。 

中学校では２５周年を祝い、記念事業が小中で５年ごとに行われていた。 

 

＜委員＞ 

２５周年を祝い、次の５０周年までに１００万円貯める計画だった。 

 

＜南中校長＞ 

小中一貫になった後も南小・南中はそれぞれ残るため、両校ともそれぞれ 

５０周年を迎える。 

 

＜南中ＰＴＡ副会長＞ 

航空写真は実施予定。販売権を業者に委ねる代わりに、費用がかからずできる予定。 

本部と協力して準備を進めていく。 

 

７．今後の予定 

＜会長＞ 

〇体育祭、運動会、合唱祭の予定に加え、北辰テストの日程も紹介する。 

日曜日なので各団体に影響はないと思うが、計画の参考にしてください。 

〇月初の月曜日は忙しいため、第２回運営協議会を翌日の９月３日（火）に 

変更したい。 

〇次回の運営協議会は５月１０日です。学校経営方針の最終確認などを行います。 

今回事業報告をしなかった団体には、また個別にお願いしていきます。 

〇これで第５回学校運営協議会を終わりにします。 

ありがとうございました。 


